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今年もたくさんの報告を頂きました！

第13回アゼオトギリ保全勉強会の開催

アゼオトギリとは？
裏面へどうぞ

令和5年6月24日（土）第13回アゼオトギリ保全勉強会を開催しました。

昨年度に引き続き会場とオンライン会議を併用して、アゼオトギリの生育

や栽培状況についての情報交換を行いました。

本年度も、平山教授(三重大学)、吉岡教授(新潟食料農業大学)にご参加

いただき、モニタリングや保全活動へのご助言のほか、自生地の生育記録

から出水等の自然攪乱のイベントがアゼオトギリの生存に重要であること

を学ぶことが出来ました。

勉強会後には、移植地の桜づつみ公園でアゼオトギリ
よりも高く生長した雑草の草刈り・草抜きを行いました。
みなさんのおかげで、アゼオトギリがよく見えるくら

いきれいになりました♪

上の写真は、神社の境内
の少し日陰の場所にアゼ
オトギリのプランターを
置いています。芽が出て
４年になり、現在は
40cmほどの大きさにま
でに生育しています。
下の写真は、池の中にプ
ランターを置き栽培して
おり、本来のアゼオトギ
リの生育環境に似せてい
ます。３月に１年生が種
まきをし、発芽した新芽
が確認されました。今後
の生育記録に期待です。

□活動報告中の会場の様子

□現地作業の様子/アゼオトギリ

寒冷紗をかけたアゼオ

トギリと、直射日光下

で育てたアゼオトギリ

の生長について調べま

した。

寒冷紗をかけたほうが

元気に生長しており、

少し日陰の環境のほう

が、アゼオトギリに

とっては好ましいこと

がわかりました。

飯南高校 仁田地域保全会

□草刈り前後の様子

草刈り前 草刈り後

また、吉岡先生から、先生自作のアゼオトギリと

メダカが共存するビオトープ水鉢のご紹介があり、

楽しみながら保全活動を継続する秘訣を教えてい

ただきました。

保全活動に取り組む地域の方、高校生からの活

動報告の一部をご紹介します！ □ビオトープ水鉢
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取扱いには届出が必要です
H２９年３月３１日三重県指定希少野生動植物種に
アゼオトギリが指定されました。採取、移植などの
取扱いには三重県に届出が必要です。
※許可なく採取等行うことは条例違反となります。

《お気軽にお問合せ下さい》

●多気町 町民環境課 TEL0598(38)1113
建 設 課 TEL0598(38)1116

問合せ先 ●三重河川国道事務所
流域治水課 TEL059(229)2216

アゼオトギリとは？

田んぼの畦や日当たりが良く湿った場所に生える
多年草でオトギリソウ科の一種です。三重県内では
H25年に48年ぶりに発見されました。

周りに黄色い花が咲いていませんか？
もしかしたらそれ、アゼオトギリかもし
れません。実物が見たい、見つけたか
も！ちょっと話を聞きたいなどなど、お
気軽にお問合せ下さい。

（過去のアゼオトギリNewsは三重河川国道事務所HPに掲載しています。 URL:https://www.cbr.milt.go.jp/mie/river/region/azeotogiri.html 

３

アゼオトギリを観察しよう！

アゼオトギリニュースHP

２

春のモニタリング調査

佐奈川桜づつみ公園では地域の

皆さんで移植し、見守っているア

ゼオトギリを観察することができ

ます。公園には駐車場があり、多

気駅から徒歩10分ほどなので、

ぜひアゼオトギリを一目見に足を

運んでみてください♪

所在地
〒519-2151
三重県多気郡多気町朝長

交通アクセス JR多気駅から徒歩で10分

□新たに発芽したアゼオトギリ

アゼオトギリの自生地や事務
局が管理している移植地で、春
のモニタリング調査を6月に行
いました。
今年も、越冬株や新たに発芽

した個体が確認されましたが、
生育数は年々減少しています。
夏のモニタリング調査は、７

月下旬～8月上旬頃に実施予定
で、開花状況や新しく発芽して
生長した株はないか、等につい
て調査します。

□調査風景

桜づつみ公園
駐車場

移植地
421

多気駅前
郵便局 119

松阪警察署
多気警察官
駐在所

新橋東詰

□移植地：桜づつみ公園

□アゼオトギリの花□アゼオトギリ


